
　マイナンバーカードと健康保険証の一体化をめぐり、去年6月に成立した法律では2024年
　12月8日までに今の健康保険証を廃止することが定められています。今の健康保険証は廃止

　

　今年は長年、なじんできたお札のデザインが変わります。「近代日本経済の父」と呼ばれる
　新たな紙幣はことし7月3日から発行されます。

　されたあとも猶予期間として最長1年間使える一方、「マイナ保険証」を持っていない人に
　は、保険証の代わりとなる「資格確認書」を発行します。

　８．12月に《健康保険証》廃止へ 猶予期間は最長1年間

　所有者が分からないまま放置されている土地問題を解決するため、今月1日から土地や建物
　を相続する際の登記が義務化されます。具体的には、土地や建物の所有権を相続したことを
　知った日から3年以内に登記を行う必要があり、正当な理由がないのに怠った場合は10万円
　以下の過料を科されます。また、相続した人が申請しやすいように、オンラインで申し出れ
　ば登記を認める新たなサービスも始めます。

　料」が287品目。飲み代が高くつきそうですね。
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北 陸 用 地 だ よ り
令和６年４月１２日

～お知らせ～

　1か月の品目数としてはことしに入って最も多くなっています。値上げは 「加工食品」が多
　去年の同じ月と比べると48.1％の減少となりますが、3月よりも2000品目以上増えるなど、

　１．食品 約2800品目が値上げ

 
　４月から新潟駅前のバスターミナルが駅高架下に移転し見違える
　ようになりました。JR新潟駅から雨に濡れずバスに乗り換えるこ
　とが出来るようになりました。郊外線の降車場も駅構内に移転し

　賑やかになり行列の出来る店もあります。支店の皆さんも一度新
　潟駅に来てください。

　わります。主なものを掲げてみました。

　国内の主な食品メーカー195社を対象にした帝国データバンクの調査で、今月、値上げされ

　４月になって穏やかな日が続いています。新たな年度のスタート

　「２０２４年問題」などと騒がれていますが私たちの身の周りで４月以降に様々なものが変

　る食品は価格を変えずに内容量を減らす「実質値上げ」を含めて2806品目となっています。

　です。社員の皆さんよろしくお願いします。 

　○お願い！　「Ａｉｐｏ」を活用しましょう

　○必見！　ホームページをご覧ください！　新たな情報等があれば教えて下さい

　　　　　　　　　　　　③休前日（金曜日）は新たな依頼をしない

　　　　　　　　「ウィークリースタンスの徹底を」お願いします
　　　　　　　　　　①昼休みや１６時以降開始の打合せは行わない

　　　　　　　　　　　　　　　⑥イブニング・ノーリクエスト　　　（R５．６から）

　　　　　　　　　　　②休日明け日（月曜日等）は依頼の期限日としない

　　　　　　　　　　　　　④ノー残業デー（水曜日）は勤務時間外の依頼はしない

　　　少しでも早く能登が復興し賑やかになることを祈念しています。

　　　　　　　　　　　　　　⑤ランチタイム・オーバーファイブ・ノーミーティング

　とても便利になりました。あわせて駅ナカ商店街も徐々に開店し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　www.hokurikuyouchi.co.jp

　くハムやソーセージ、それに冷凍食品などの「加工食品」が2077品目、だし製品やトマト

　問題への対応などとして下請け企業を含めた従業員の待遇改善を進めるためだとしています。

　ケチャップなどの「調味料」が369品目、ウイスキーやトマトジュースなどの「酒類・飲

　２．佐川急便 ヤマト 宅配便など値上げ

　便は、宅配便の料金を平均でおよそ7％、ヤマト運輸は通常の宅配便に加え、クール便やゴ
　ルフバッグの料金を平均でおよそ2％値上げしました。燃料価格の上昇に加え、２０２４年

　３．運送業 建設業 医師の時間外労働の上限規制開始

　年360時間とされ、特別な事情があった場合、上限は年960時間以内となります。

　まだまだ改正などが行われる事柄がありますが気になるものを列挙してみました。
　

　今月1日から運送業と建設業、それに医師の3つの業種で、時間外労働の上限規制が始まりま

　宅配大手の佐川急便とヤマト運輸は、１日から宅配便などの料金を値上げしました。佐川急

　す。長時間労働の是正が期待される一方で、労働時間の減少によって、物流や地域医療など
　に支障が生じると指摘されている、いわゆる「2024年問題」に、社会がどう対応していく
　かが課題となっています。
　運送業のトラックやバス、タクシーのドライバーは、時間外労働の上限は原則、月45時間、

　　　　　　　

　４．治療薬など支援策 終了へ
　新型コロナウイルスの患者などへの支援策を３月末で終了すると厚生労働省が発表しました。
　今月から新型コロナは通常の医療体制での対応に完全に移行されます。支援策のうちコロナ
　治療薬については、これまで自己負担額は最大９０００円で処方されていましたが、４月か
　らはより高額の自己負担が求められます。
　５．大手銀行 普通預金の金利引き上げなど マイナス金利解除受け
　日銀がマイナス金利政策の解除を決めたことを受けて、三菱UFJ銀行は普通預金の金利を引
　き上げると発表しました。この銀行が普通預金の金利を引き上げるのは日銀が最後に利上げ
　を行った2007年以来、およそ17年ぶりです。

　７．７月に《新紙幣》今年はお札も変わります 紙幣3種類

　６．「相続登記」義務化


